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  Laurence Olivier, the greatest actor of the 20th century, played the title role in Glen 
Byam Shaw’s production of Macbeth in 1955, with his second wife, Vivien Leigh, as 
Lady Macbeth. This was a superb staging, but unfortunately, unlike his Hamlet, 
Othello and other great roles, it was never captured on film for posterity. This paper 
tries to show―based mainly on the producer’s notebook―the wonder of this staging, 
derived from Shaw’s well-advised directions, Olivier’s strong and ambitious Macbeth, 
and Leigh’s excessively passionate but physically weak Lady Macbeth, and discusses 
its artistic value in the stage history of the play. 
 
 
ローレンス・オリヴィエ（Sir Laurence Kerr Olivier, 1907-89）といえば、間違いなく
20 世紀を代表する俳優の一人であり、またすべての時代を通して最も偉大な俳優といって
も決して過言ではないだろう。演技の仕方が大きく異なる映画と舞台の両方で、彼は俳優、
監督、経営者として活躍し、数多くの作品で悲劇のヒーローからコミカルな脇役に至るま
で非常に幅広い役柄に精力的に挑戦し、どんな役柄でも見事に演じきった。そしてオリヴ
ィエは、数々の主演男優賞をはじめ、個人としては信じられないほど多くの賞を受賞して
いる。1962 年に国家の補助を受ける劇団、ナショナル・シアタ （ー(Royal) National Theatre 
(Company)）を設立し、12 年間にわたって自らその芸術監督を務めた。その偉大な功績が
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認められ、彼は 1947 年に「サー」の称号が与えられ、70 年に俳優として初めて男爵に叙
せられた。さらに 81 年には名誉勲位も授与されている。 
オリヴィエの見事な舞台はたびたび映画化されている。44 年の『ヘンリー五世』、48 年
の『ハムレット』、55 年の『リチャード三世』では、主演だけでなく自ら制作、監督も手
がけた。64 年にシェイクスピア生誕 400 周年を記念して彼が主役を演じ、マギー・スミス
（Maggie Smith, 1934- ）のデズデモーナ、フランク・フィンレ （ーFrank Finley, 1926- ）
のイアーゴーと共演したナショナル・シアターの『オセロー』は、そのあまりのすばらし
さのため、翌年スチュアート・バージが監督を務めて映画化された。73 年に映画化された
『ヴェニスの商人』では、彼がシャイロックを演じ、彼の３人目の夫人であるジョーン・
プロウライト（Joan Anne Plowright, 1929- ）がポーシア役で共演している。さらに 83
年には、彼の演じるリアも映像化されている。しかし、55 年に彼が、当時の彼の妻であり、
映画『風と共に去りぬ』（Gone with the Wind）のスカーレット・オハラとして今なお我々
の記憶に鮮明に残るヴィヴィアン・リー（Vivien Leigh, 1913-67）と夫婦でマクベス夫妻
を演じた舞台は──演出を手がけたバイヤム・ショーの緻密で明確なコンセプトのもと、
斬新なアイデアが取り入れられ、オリヴィエ夫妻の情熱的な演技が際だつすばらしいもの
だったのだが──残念なことに、資金難のため映画化が断念された。『マクベス』だけでな
く、もし映画化されていたら彼の他の作品に劣らず今日貴重なものとなっていたはずの、
この二人による『ロミオとジュリエット』、『タイタス・アンドロニカス』や『アントニー
とクレオパトラ』も、映像に残されなかったことはあまりにも残念である。 
 
オリヴィエは、1924 年に 17才という若さでプロの俳優としてロンドンでのデビューを
飾り、バーミンガム・レパートリー劇団で様々な役を演じ、29 年にはアメリカでも初舞台
を踏んでいる。35 年にはロンドンのニュー・シアターで、すでに舞台で名声を得ていた３
才年上のギールグッド（Sir (Arthur) John Gielgud, 1904-2000）と共演し、ロミオとマキ
ューシオーを交代で演じ、美しい台詞回しのギールグッドの古典的な演技とオリヴィエの
エネルギッシュな演技との対比が話題になった。37 年からはオールド・ヴィック（Old Vic 
Theatre）で、シェイクスピアの作品の主役を演じるようになる。その後、ニュー・ヨーク
での舞台活動の後、44 年から 49 年までこの劇団で助監督も務めている。同時に、彼は数
多くの映画にも出演し、非常にめざましい活躍を見せたのである。 
彼の演技の特徴は、豊かで情熱的な感情表現と、アスリートを思わせるしなやかで素早
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い身のこなし、そして舞台作りにかける強い情熱である。映画『ハムレット』では、彼が
シェイクスピア悲劇の主人公に特徴的であると考えていた「個人の場合も、生まれついた
たった一つの欠点を持っていると…他にどんなに多くの美点を備えていようとも、その欠
点ばかりが肥大して見え、他の美点はすべてその陰に隠れてしまう」というハムレットの
台詞を冒頭に引用し、「決意することができなかった男の悲劇」としてストーリーを紹介し
ているのだが、
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彼の素早い身のこなしと巧みな剣の立ち回りは、彼の優柔不断よりも目
立っているほどであった。オリヴィエは、第二幕第二場でクローディアスとポローニアス
が立ち聞きの話をしているのを上から見下ろして聞いたあと、ポローニアスとの会話で老
人に対する皮肉を言って退場し、（このあとの展開を削除し、ハムレットの独白はあとに移
動させて）そのまま広間で祈祷書を読まされているオフィーリアのところに行った。ここ
で彼は、クローディアスたちが隠れている壁掛けに目をやりながら彼女と話し、ひどい言
葉を浴びせたあと、泣き崩れているオフィーリアの髪にそっとキスしてから立ち去った。
「生きるべきか、死ぬべきか」の独白は、このあと、城の胸壁から眼下に打ち寄せる波を
見つめながら話したが、台詞の一部はナレーションにして変化を持たせた。この新しい展
開は、ハムレットの感情の流れをより理解しやすいものとしただけでなく、彼の情熱的な
演技をいっそう際だたせている。また、『オセロー』では、ハムレットの若々しい動きから
一変して中年の黒人になりきった演技を見せた。オセローはムーア人という設定であるが、
台詞の中で繰り返される「黒い」という言葉や、「厚い唇」と「大きな目」というオセロー
の顔についての言及から、オリヴィエはシェイクスピアがイメージしていたのはアフリカ
系の黒人であったと考え、薄茶色ではなく真っ黒なメイクを全身に施し、熱心な観察によ
り身につけた黒人特有の仕草や話し方、アクセントを舞台で忠実に再現した。真っ黒に塗
られたオリヴィエの大きながっしりとした体格、彼の黒人になりきった台詞回しと演技は、
オセローの持つ独特な不気味さを存分に伝え、欺かれて苦悩する黒人将軍の胸の内をあま
りにもリアルに表現したのである。このときの舞台が、映画『ハムレット』で用いられた
巧みなカメラ・ワークやナレーションによる独白などのテクニックを一切使わずに、舞台
での上演そのままに映画化されたことにも十分うなずける。 
一方のリーは、本名をヴィヴィアン・メアリー・ハートレー（Vivian Mary Hartley）と
いい、父親がアマチュアで芝居をしていたこともあって、幼少の頃から演技の訓練を受け、
その才能を見せていた。1932 年には、両親がイングランドに落ち着き、彼女はさらに自分
の演技の質を高めるため、かねてより切望していた名門ロイヤル・アカデミー（the Royal 
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Academy of Dramatic Art）への入学を果たした。しかし、まもなく法廷弁護士のリー・
ホフマンとの結婚が決まり、彼女はわずか２学期で退学してしまった。翌 33 年には女の子
が生まれたが、34 年 12月に、舞台で『シアター・ロイヤル』（Theatre Royal）のトニー
をオリヴィエが演じているのを初めて観たとき、「この人、私が結婚する人よ」と隣で観て
いた友人に言ったというエピソードが伝えられている。35 年に、『美徳の仮面』（The Mask 
of Virtue）のヘンリエッタ役で舞台デビューし、その後、オリヴィエと同じように、舞台
と映画両面で幅広く活躍した。彼女の舞台名ヴィヴィアン・リー（Vivien Leigh）は、夫
の名を姓とし、名前をより女性らしい印象を受ける綴りに変えたものである。 
オリヴィエとリーは、36 年に映画『イングランドの炎』（Fire over England）で若い恋
人たちの役で初めて共演し、この撮影を通して親密さを深めていった。その頃二人はそれ
ぞれに家庭を持つ身であったし、特にオリヴィエ夫妻にとっては、ようやく彼が望んでい
た長男が誕生したばかりだったので、この二人の恋の始まりは非常に皮肉なタイミングと
なったのである。翌 37 年に、オールド・ヴィックがオリヴィエのハムレット、リーのオフ
ィーリアという配役で、今日でもハムレットの城として観光名所になっているデンマーク、
エルシノアのクロンボー城で『ハムレット』を上演し、非常に高い評価を得た。このとき
の共演以降二人は一緒に暮らし始めてしまう。39 年にオリヴィエの『嵐が丘』と『レベッ
カ』の撮影が終わると、翌年二人は、ニュー・ヨークでロミオとジュリエットを演じた。
そして、この年、リーが、オリヴィエの紹介もあって手に入れることができたスカーレッ
ト役で出演する『風と共に去りぬ』の撮影が始まる直前に、それぞれの離婚が成立し、二
人は結婚したのである。しかし、リーの映画会社との契約のため、二人は結婚直後から７
年間にわたる別居を余儀なくされる。舞台での二人の共演が再開されるのは 51 年になって
からである。この年二人はアントニーとクレオパトラを演じ、55 年に『タイタス・アンド
ロニカス』と『マクベス』で共演するが、その後、次第に二人の生活と気持ちにすれ違い
が生じ、オリヴィエがジョーン・プロウライトと恋仲になったため、60 年に二人は離婚し、
オリヴィエはプロウライトと結婚した。二人の人生においても、55 年にシェイクスピア・
メモリアル・シアター（Shakespeare Memorial Theatre）で演じた『マクベス』はとても
意味深いものとなったのである。
2 
  
 
ショーの設定では、マクベスは 42才の優れた軍人であり指揮官である。ライオンの勇気
と詩人の想像力を兼ね備え、意志が強く、神秘的な雰囲気を漂わせている。自信と誇りに
満ちているが、虚勢を張るようなことはない。周囲を圧倒し、友人たちでさえ彼の力を少
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し恐れており、なれなれしく彼の肩をたたく者も彼に冗談を言おうとする者もいない。
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オ
リヴィエはこのとき 48才。彼は 30才のときにも、オールド・ヴィックで、ジュディス・
アンダーソン（Judith Anderson, 1897-1992）のマクベス夫人との共演でこの役を演じて
おり、この作品を気に入ってもいる。さらに、今回の上演では、年齢でも実力でも、彼自
身いいタイミングだと感じていた。「私は、ストラットフォードでのこの上演に最も適した
状態であったし、年齢もちょうどよかった。仮面のようなメイクも必要なかった。偉大な
役に取り組む際に、年齢が合っているということは有利だと思う」と、彼は言っている。
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一方、マクベス夫人は 36才で、過剰なまでの情熱と強い目的意識を持っている女性であ
る。夫の力を認め、彼を深く愛している。彼の障害になるものはたとえ王といえども排除
しようとする。夫の性格も、夫に言うことを聞かせることができるのが自分だけであるこ
ともよく知っているのだが、彼の詩的な面は理解できず、彼女はそれを意志の弱さや決断
力の不足と勘違いしている。
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そしてショーは、歴代の強くたくましいマクベス夫人たち
とは異なり、彼女は自分の強烈な意志と野心に耐えうるほどの肉体的強さを持っていない
のだと考えた。だからこそ、彼女は目的達成のために悪魔の助けを求めるのであり、夫に
殺害を実行させるときには酒の力を借り、ダンカン殺害が発覚したときには気を失い、夫
が大事な宴を台無しにした後では眠ったままさまよい歩くようになり、ついには自殺して
しまうのだと、ショーは主張している。
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細身で、陶器のような冷たい美しさと強い情熱を
持つリーは、まさにショーの求めるこのマクベス夫人を見事に演じることができたのである。 
 
 
第１部
7 
  
 
 
第１場（第１幕第１場）、幕開け。ショーはすべての場面に場所と時刻の指定をしている
が、この場面だけはそのどちらも特定していない。劇場の明かりは消され、雷鳴のとどろ
く暗闇の中、幕が開くが、舞台前面には後ろから光を当てられた紗の幕が下ろされている。
その後ろで、上空から、かすかな明かりに照らされた魔女たちがリフトに乗って降りてく
る。魔女１は両手を広げて立ち、魔女２，魔女３はその前に座って台詞を言っているが、
猫の鳴き声に続いてヒキガエルの声を聞くと二人とも立ち上がり、最後の「きれいは汚い、
汚いはきれい。行こう、霧とよどんだ空気の中漂いながら」は全員で言い終え、リフトが
床に着くや否や３人とも退場し、舞台は再び闇に包まれる。魔女たちの登場という神秘的
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な幕開けにふさわしい演出であるが、デイヴィッドは、初日の観客がこの舞台を退屈だと
感じてしまったのはこの演出のせいだと言っている。「観客はこのトリックがどのように行
われているのかに関心を持つあまり、魔女たち自身を見ようとも聞こうともせず、そもそ
もシェイクスピアが彼女たちを登場させた目的さえも考えようとしない」というのだ。
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今
日であればそのようなこともないだろうが、当時の観客には、この神秘的な演出は少し斬
新過ぎたのかもしれない。 
第２場（第１幕第２場）、血まみれの将校の場。午後５時。次第に明るくなると舞台は岩
が点在する広大な荒野となっており、舞台奥には大きなごつごつした岩が広がり、一段高
い場を形成している。太鼓やトランペットが鳴り響き、遠くからはなお戦いの騒ぎが聞こ
えている。上手からダンカン王が側近を引き連れて登場し、下手から血まみれの将校がお
ぼつかない足取りで舞台中央にたどり着き、膝をついて王を待ち受ける。ショーはここで
二人の王子とレノックスに加え、メンティースとケイスネス、王旗を持つ者も含め６人の
旗手を登場させた。スコットランド軍の服装は、短い上着にブリーチ、革製の武具、手袋
にブーツ、そして皆濃い色の大きな肩掛けをまとっている。マルカムのクリーム色のブリ
ーチとダンカンの黄色い手袋を除いて、色合いはだいたい茶やグレーを基調とした暗い色
である。
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ダンカンは 70歳でか弱そうに見えるが、優雅さと賢さを兼ね備え、先頭に立ち、
いかにも立派な王といった様子であり、側近たちも、金をふんだんにあしらった服装も似
つかわしいものとなっている。マルカムから将校を紹介されると、ダンカンも中央まで進
み、側近と旗手たちもそれに従い前舞台の上手から奥の岩の中央付近にかけて二人を囲ん
だ。そこで勝利が報告されるたびに旗手たちが旗を掲げ、全員から大きな歓声が沸き上がる。 
ショーはこれら２場面とも、次のマクベス登場へのプロローグと考え、舞台上の動きも
最小限に抑え、将校と使者の台詞からも話を長引かせる比喩を削除し、素早く終わらせて
いる。実際、物語が展開するのは次の場面からである。そして、彼は、マクベス夫妻のそ
れぞれの登場を衝撃的なものとする演出を考えた。 
第３場（第１幕第３場）、魔女との遭遇の場。午後６時。前の場と同じ荒野に、雷鳴が遠
くから聞こえている。魔女たちがそれぞれ別の方角から登場し、奥の大きな岩のほぼ中央
に座ると呪文のような話を始める。マクベスの接近を知らせる不吉な太鼓の音を聞くと、
彼女たちは立ち上がり、岩から降りて上手の端まで進んで、台詞の通り手をつなぎ、輪に
なって太鼓の音に合わせて踊った後、３人で下手に向かって３度、上手にも３度、舞台奥
にも３度お辞儀をして魔法を仕上げる。魔女たちはグレーのゆったりとした服をまとい、
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動かないとあたりの岩と区別がつきづらい。太鼓が終わると、マクベスとバンクォーが下
手奥から岩の上に登場。マクベス役のオリヴィエは地味なグリーンの服を着、赤い大きな
肩マントをしている。彼は岩の上を上手側の端まで進み、強い夕日を浴び、突き出た岩に
左足をかけて立ち止まると、一瞬間をおいて、ゆっくり辺りを見回した。人物を立体的に
配置したこの構図も、ショーの巧みな演出である。オリヴィエの視線は前方の魔女たちの
ところで止まり、バンクォーがそれに気づき、オリヴィエの視線の先に魔女たちを見つけ
ると、岩を降りて彼女たちに話しかけるのだが、その間も彼は呆然と立ちすくんだままで
ある。 
『シェイクスピア・サーヴェイ』第９号に、デイヴィッドがこの年の二つの『マクベス』
を比べた論文「悲劇の曲線」を載せている。ひとつはポール・ロジャース主演、マイクル・
ベントホール演出による 1954 年のオールド・ヴィック劇場での舞台で、もう一方がショ
ー演出によるこの舞台である。そこには二つの舞台のこの場面の写真が掲載され、見開き
で対比されている。ショーの意図を理解するのに、この２枚の写真を見比べることはきわ
めて有効である。ベントホールの舞台では、上手から登場したマクベスが、下手奥で左手
をさしのべて祝辞を言っている魔女たちに剣を向けて見つめている。これだと構図が平面
的で面白味に欠けるばかりでなく、重点が魔女たちの出現に置かれ、マクベスの顔はやや
後ろからの横顔となり、観客からその表情はほとんど見ることができない。しかしショー
の舞台では、前方の魔女たちは後ろ姿となり、それを上から見下ろすマクベスの表情に、
自然に観客の視線が集まることになる。これがショーのねらいであった。マクベスの表情
にスポットを当てるためには彼と魔女たちを左右にではなく前後に配置することが必要で
あり、ショーはさらにマクベスの位置を高く取り、その効果をいっそう強調したのである。 
魔女たちはオリヴィエの方に歩み寄り、彼の過去、現在、未来の立場で呼びかけるのだ
が、その声は次第に小さくなり、王になることを予言するときには囁き声になっていた。
この瞬間オリヴィエは、わずかに驚きの表情を浮かべ、観客も舞台にいる者たちも、彼を
のぞく劇場中のすべての視線が、ショーの思惑通り彼の顔に集中した。彼の反応で「王に
なる可能性とダンカン殺害の考えが、いかに漠然とであれ、すでにマクベスの心の中にあ
ったことがすぐに分かる」のだと、ショーのノートに記されている。ショーはこれを観客
に伝えるために、その最も有効な手段を工夫したのである。トリビューン紙は、この時の
様子を、「彼は、不気味な悪のエネルギーと目もくらむ暗闇をみなぎらせ…この将軍の心に
潜む暗黒の混沌が垣間見られた」と伝えている。
10
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バンクォーに話しかけられて魔女たちはいったん彼のそばに集まるのだが、オリヴィエ
は自分の野心を押さえていられなくなり、思わず彼女たちに呼びかけながら岩を飛び降り
た。彼に駆け寄られて、魔女たちはそれぞれ別の方向に離れていく。ここで、デイヴィッ
ドが見事な「早業」と賞賛するショーの見事な演出が見られる。彼は次のマクベスの台詞
が終わるのを待たず、そのわずか９行の台詞の間に魔女たちを一人ずつ退場させる。デイ
ヴィッドは「マクベスが魔女２を見つめると、魔女１がトカゲのようにその場を去り、魔
女３の方を向くと魔女２が立ち去った。そしてマクベスとバンクォーが振り向いて、状況
を理解しようと顔を見合わせると、魔女３も姿を消した」と描写しているが、
11
 
 実際の動
きは以下の通りである。オリヴィエが「待て、舌足らずめ、もっと話せ」の台詞とともに
岩から飛び降りると、それを見て、魔女１は上手に、魔女２は下手、魔女３は上手、舞台
の端まで、それぞれ彼から離れた。オリヴィエは魔女１に向かって「父シネル亡き後、確
かに俺はグラームズの領主だ」と言ってから下手の魔女２を振り返り、「だが、コードーの
領主とは何だ、コードーの領主は生きている。有望で立派な男だ」と言いながら彼女に歩
み寄った。すると魔女１が上手から退場し、彼が舞台手前にいる魔女３に歩み寄りながら
「それに王になるなどとても信じられん」と話しかけると、すかさず魔女２も下手から退
場。そして、彼が「なぜこの荒れ野で俺たちの行く手を遮り、予言めいた挨拶をするのだ」
と言いながら舞台中央のバンクォーの方に戻りかけると、魔女３も素早く退場した。そし
て、彼女たちがすでに姿を消していることに一人気づいていないオリヴィエは、振り返っ
て「言え、命令する」と言い、魔女たちのいた辺りを見回した。こうすると、マクベスに
歩み寄りながらバンクォーが言う「大地にも水のように泡ができるとしたら、こいつらが
そうだ。どこへ消えたのだろう」は、驚いている彼への説明の台詞となり、それに対する
「空中だ。実体があるように見えたものが、息が風に溶けるように消えた」という彼の答
は、実際に魔女たちが消えるのを目にしていないマクベスの推測、あるいは振り返ったら
いなくなっていたという、実際に彼の目に見えた状況の説明になるわけだが、こうするこ
とで、マクベスの命令を聞いてから魔女たちが彼の目の前から退場するよりも、台詞の流
れも舞台上の動きもはるかにスムーズで自然なものとなる。 
二人がたった今見たばかりのことを半ば笑い飛ばすように話していると、舞台は暗くな
り、ロスとアンガスが登場する。彼らの報告で、自分がすでにグラームズの領主になって
いたことを知ると、オリヴィエは二人に礼を言い、バンクォーに声をかけてから、舞台中
央で話をしている３人から少し離れ、前舞台に一人佇み、彼らを背に観客に向かって「二
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つの真実が語られた」という独白を始めた。しかし、そんな彼の様子に気づいたバンクォ
ーに声をかけられると我に返り、４人一緒に上手に退場した。 
第４場（第１幕第４場）、フォレスの場。午後９時。奥舞台を隠す幕が両側から閉められ、
舞台中央がライト・アップされる。幕の後ろではセットの交換が行われ、舞台にはトラン
ペットが鳴り響き、その音を隠している。召使いたちが燭台を持って登場。続いて王旗が
持ち込まれ、トランペットが鳴りやむと、王が側近を引き連れて登場する。皆鎧を脱いで
いるが、剣は携えたままである。コーダーの処刑が報告されると、ダンカンの「外見から
人の心を読む術はないものだ」の台詞に続いて、マクベスとバンクォーが武具をつけたま
ま、一段低くなっている前舞台の下手から登場し、まずマクベスが段を上って王に跪き、
栄誉を賜る。王がマクベスを立ち上がらせると、バンクォーも同様に王の前に跪き、王の
感謝を受ける。 
野望を抱いているマクベスが登場するタイミングはシェイクスピアの皮肉であり、ダン
カンはこの台詞の通り、マクベスの心を読むことができずに、彼の城へ赴き、そこで殺害
されるのだが、この舞台のダンカンは幾分趣が異なっている。彼は単に勝利の喜びに酔い
しれてマルカムをカンバランド公に指名したのではなく、ここで彼がわざわざマクベスに
栄誉を授けた時を選んで後継者を指名し、その直後にマクベスの城に滞在する意図を明か
しているのは、マクベスの野心に危険を感じている彼の政治的策略であるとショーは解釈
している。もちろん、ダンカンもこの時マクベスに殺されると思っていたわけではないが、
万が一近い将来、自分の身に何かあれば、マクベスが王に選ばれることは予測しており、
それを彼は望んでいなかったので予め後継者を指名しておいたのだと、ショーは考えた。
そして、そのことでマクベスが気を悪くするのを避け、彼との絆を深めるために、彼の城
を訪れることを告げたというのである。
12
 
 ダンカンが後継者にマルカムを指名するとマル
カムは王のもとに跪き、王はクッションに載せて旗手に持たせていた王冠をとって彼の頭
に乗せ、額にキスする。王の次の台詞は、栄誉は彼一人のものではなく、ふさわしい者す
べてのものであることを告げるものであり、そこで間髪入れずにマクベスを振り返り、彼
の城に滞在する意向を告げるのである。ショーの見方には十分説得力がある。一見和やか
に進行しているように見える場面であるが、ショーはこの場のダンカンにものすごい緊張
感を持たせたのである。急いで退場する前に、前舞台下手で足を止め、遠くを見つめなが
ら星たちに光を消すように呼びかけ、そのようなダンカンの思惑をすべて裏切るオリヴィ
エの姿がいっそう不気味に見える。 
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第５場（第１幕第５場から第２幕第４場）、殺害の場。ショーはここで、マクベスが一足
早く帰宅し、王殺害について夫人と話し合うところから、殺害が発覚し、マクダフがファ
イフへ、ロスがスクーンへと旅立つ第２幕の終わりまで、マクベスの城での場面すべてを
連続した一つの場面としてとらえ、場所もすべて城の中庭とし、舞台上の緊張を途切れさ
せないようにした。 
午後６時。マクベスの城の中庭。前の場で引かれていた幕が開くと、背景にゆがんだ大
きな５角形のアーチが三つあり、その前は回廊になっている。アーチの歪みは単純に遠近
法ととらえることもできるが、ショーはこれらを敢えて歪ませることで、秩序の乱れた世
界を表現している。中央から上手に向かって回廊に上る階段があり、下手のアーチを背に
鮮やかなエメラルド・グリーンの服をまとった細身のヴィヴィアン・リー扮するマクベス
夫人が回廊で手紙を開封している。前述のようにオリヴィエは地味な緑の服に赤い肩マン
ト姿であるから、グリーンがマクベス夫妻の色ということになる。オリヴィエの服のグリ
ーンがマントの赤で強調されているように、リーの服の鮮やかなグリーンも、彼女の鬘に
差した赤みで際だっている。
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 彼女は手紙を開けると、初めは黙読するのだが、台詞の箇
所からは声を出して読み始め、その姿は動かぬ石の中庭にあって一人生命エネルギーを感
じさせる。召使いのシートンが王の来訪を知らせて退場すると、彼女は中央まで行き、彼
女の姿が今度は中央の一番大きなアーチに縁取られる。リーは、ここで両手を高く挙げ、
悪霊たちに呼びかけ、自分のからだに取り憑くよう命じるときには身をよじらせた。ちょ
うど彼女の呼びかけが頂点に達したとき、武具をまとったままのオリヴィエが下手から登
場し、舞台中央で立ち止まり、回廊のリーを見上げた。するとリーは振り向いて魔女たち
の予言めいた台詞で彼を呼び、階段を下り、二人は舞台中央で抱き合った。それまでの舞
台では、特に前半はこの二人の間に愛情が感じられることはほとんどなかったのだが、シ
ョーは二人が登場する最初の場面から、この二人が深く愛し合っていることを表現したの
である。 
オリヴィエはリーの目を見つめながら「ダンカンが今夜ここに来る」と言うが、彼女の
「決してその明日を太陽に照らさせないわ」という言葉を聞くと、彼女からわずかに顔を
背けた。それを見てリーは「あなたの顔はまるで本のようよ…」と台詞を続けるが、彼は
「あとで話そう」と言いながら彼女から離れた。彼女は「あとのことは私に任せて」と言
いながら、上手の石段を登り、呆然としているオリヴィエを一人残して先に退場する。彼
女の台詞の間にも遠くでトランペットの音がしていたのだが、再びトランペットの音が聞
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こえると、彼も我に返り、下手のアーチを通って静かに退場した。二人は愛し合ってはい
るものの、国王殺害に対する二人の気持ちが対照的であることが、観客に強く印象づけら
れる。 
オリヴィエが退場するとトランペットの音が大きくなり、国王の一行がインヴァネスに
到着し、不気味な城の風景に色彩と活気をあふれさせる。リーは先ほど退場したアーチに
現れ、石段を下り、跪いてダンカンに挨拶すると、彼は彼女を立ち上がらせ、彼女の手を
取って暖かい灯りが漏れてくる下手の宴会の間に同行した。その間に照明は次第に落とさ
れ、舞台は夜になる。 
舞台は引き続き城の中庭。召使いたちが奥であわただしく食べ物を運んでいる中、恐ろ
しい考えのせいで落ち着いて食事を共にしているどころではない様子のオリヴィエが、奥
のにぎやかな部屋から月明かりの中庭に出てきて舞台中央で独白する。「やってしまってそ
れで片が付くものなら…」ダンカンが殺されたら彼への憐れみが国中にあふれるだろうと
言ったあと、「俺にはこの意図をけしかける拍車がない…」の台詞で独白を終えると、下手、
つまり晩餐が行われている部屋からリーが現れ、オリヴィエが振り返った。彼女は素早く
彼の上手側に回り、背後から彼の両肩に手を置いて彼を連れ戻そうとするのだが、オリヴ
ィエが「このことはもうよそう」と言って彼女を振り切ると、リーは強い眼差しで彼をに
らみつけながら、「あなたの身につけていた野心は酔ってでもいたの…」と彼を責め始めた。
彼女から目を背けていたオリヴィエも、「これからはあなたの愛もそういうものと思うよう
にするわ」と彼女に対する愛情まで非難されると、思わず抗議の眼差しで彼女を振り返ら
ずにはいられなくなった。非難されながらも、マクベスが夫人を深く愛していることを窺
わせる演技である。 
しかし、臆病まで非難されると、オリヴィエは彼女に背を向け、一段低くなっている前
舞台に降りて「男としてふさわしいことならどんなことでもやってみせるが、それ以上の
ことをするのは人間ではない」と言った。リーは彼に近づき、「それじゃあ、この企みを私
に話してくれたのはどんな獣だったの…」と言い返した。そして、「私も、乳を飲ませたこ
とはあるし、乳を飲んでいる赤ちゃんのいとおしさはよく知っているわ…」という彼女の
台詞を聞くと、オリヴィエは振り返って、彼女と目を合わせることなく彼女の手を握った。
彼女が言い終えると、二人はしばらく黙ったままであった。これは、「彼（マクベス）の燃
える野心とは別に、彼は胸の中の深い悲しみに心を痛めており、そしてそれは多分彼の一
人息子が生まれて間もなく亡くなったという事実のためだろう」
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 というショーの考えを
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反映した演出である。これは夫人の恐ろしさが最も読み取れる台詞であるが、シドンズ夫
人はこれを女性らしい優しさを感じさせる台詞と考えて演じた。
15
 
 ショーは、これをマク
ベス夫妻の間の過去の悲しい出来事と考え、思わずそれを口にしてしまった夫人の台詞の
あとに沈黙を置いたのである。 
沈黙のあと、オリヴィエはリーの前を横切って舞台下手まで行き、「もし俺たちがやり損
なったら」と言った。「私たちがやり損なうですって」と言いながら彼女は彼の方を振り返
り、わずかに舞台奥の方へ位置を移した。そして、「ちゃんと勇気を振り絞ればやり損なっ
たりしないわ…」と言ってオリヴィエに歩み寄り、彼女から目を背けたままの彼の横で、
「ダンカンが眠りに就いたら…」と、さらに殺害の具体的な手順を説明した。ついに彼も
国王殺しを決意する。オリヴィエが「行こう…」と言うと、リーは彼の前を横切って下手
へ向かうのだが、途中で振り返り、「偽りの心は偽りの顔で隠さなければならない」という
彼の台詞が終わると、二人は一緒に下手から退場した。広間からはハープの音が鳴り響き、
宴が終わろうとしていることを窺わせる。月が沈み、中庭は再び不気味な静けさを取り戻
した。 
国王の一行が寝静まった中、バンクォーとフリーアンスが上手から登場し、中庭を横切
って自分たちの部屋へ向かおうとするが、舞台奥、中央のアーチの前にオリヴィエが明か
りを持ったシートンと共に現れる。お互い差し障りのない挨拶を交わしたあとバンクォー
たちが下手に退場すると、オリヴィエは宙に短剣が浮かんで見えることに気がつく。「彼は、
何とか一瞬短剣から目を離し、素早く衝動的に身を翻してシートンを下がらせた。オリヴ
ィエのここでの独白は、前半、沈黙を途切れさせるように話した。」
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 彼は剣の幻に導かれ
るように下手のダンカンの部屋へゆっくりと歩き始めるのだが、一瞬現実的な感覚がよみ
がえり、急に甲高い声で「目のせいで他の感覚がおかしくなっている。そんなものはあり
はしない」と言いながら、舞台前方を振り返り両目を閉じた。「独白の後半は、まるで夢で
も見ているかのような呆然とした囁き声で言いながらダンカンの部屋に向かうのだが、顔
はその部屋から背けている。タークィンの歩みは足を引きずるような足取りにかすかに反
映されているだけで、オリヴィエはすでに歩んできた石の床を振り返り、手の仕草を交え
ながら静かにするよう命じた。」
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 そして、彼は下手、ダンカンの部屋へと退場した。 
遠くでオウムの鳴き声がすると、リーが下手から登場し、中央のアーチの前まで行った。
再びオウムの声が聞こえると、彼女は興奮を押し殺しながら石段を下り始めるが、途中で
立ち止まって聞き耳を立てると、オリヴィエの叫び声が聞こえてくる。彼女が石段を下り、
オリヴィエとヴィヴィアン・リーの『マクベス』 
 －111－
舞台中央まで進んで再び振り返って聞き耳を立てていると、オリヴィエが下手から登場し
た。血まみれの両手には短剣が輝いている。「やったぞ」と言いながら彼は彼女に歩み寄っ
た。彼は一瞬物音にはっとして下手側舞台奥の方へ行き、聞き耳を立てるが、すぐに彼女
のそばに戻り、「次の間に寝ているのは誰だ」と聞いた。ここは、マクベスの目が血まみれ
の両手に釘付けになるところであるが、「ドナルベインよ」というリーの声を聞くと、オリ
ヴィエは短剣を２本とも右手に持ち替え、左の手の平を見ながら「悲惨な光景だ」と言っ
た。彼が呆然としたまま、「マクベスはもう眠れない」という声が館中に響いていると言う
ので、リーは「誰がそんなことを叫んでいるの」と聞き、彼の後ろを回って彼の下手側へ
行き、「ねえ、あなた、せっかくの力が萎えてしまうわよ…」と言って彼を落ち着かせよう
と試みた。「さあ、水を汲んで、手からこの汚らわしい証拠を洗い落として」と言いながら、
彼女は短剣を持っている彼の右手を握り、「どうして短剣を持ってらしたの。置いてこなく
てはならないのに…」と言った。彼が置いてくるのを嫌がるので、彼女が短剣を彼の右手
から取り上げ、下手に退場すると、上手からノックの音が響いた。 
リーが再び登場するとまたノックの音がした。殺害のショックから立ち直れずにいる彼
とは違い、彼女は敏感にその音に反応し、彼の前を通って舞台を横切り、音が聞こえる上
手に行った。自分なら手に付いた血など少しの水で簡単に洗い落としてみせると彼女は言
うのだが、ノックの音どころではないオリヴィエは下手へ行き、ダンカンが死んでいる部
屋の方を見つめた。もう一度ノックの音がすると、彼女は足早に彼のところまで行き、「部
屋着に着替えるのよ…」と言いながら、彼を下手側から押して、何とか彼を上手へ連れて
行き、一緒に退場しようとした。しかし、彼女が退場する際にも、彼は歩みを遅め、下手
を振り返って、「その音でダンカンを起こしてくれ。頼む」と言ってから、彼女の後を追っ
た。 
舞台は依然、城の中庭。夜が明け、舞台が次第に明るくなり始める中、門番が、手には
ブーツと鍵を持ち、服を着ながら下手側のアーチから登場する。ショーの設定では、彼は
道化ではなく、独特の想像力をマクベスに気に入られて門番として採用された５０才の元
軍人である。
18
 
 彼は台詞を言いながら下手の石段に座り、片方ずつブーツを履いた。ショ
ーは、彼が台詞を言いつつもなかなか門を開けないのを、彼が身支度をしながら出てきた
ためという演出にしたのである。彼が門を開け、マクダフとレノックスが登場すると、わ
れわれはここで初めてマクダフを見ることになる。彼は、一目見てその力強さと善意が見
て取れるようでなければならないとショーは考えた。彼は大柄で頑強な３５才のスコット
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ランド人。普段は物静かなのだが、奮起すると感情を顕わにする。優しさや安らぎを感じ
させるようなところはなく、決意は固く、神を深く信仰している男である。
19
 
 門番は二人
を舞台中央へと招き入れ、マクダフを振り返って飲酒のもたらす３つの悪についての冗談
を言った。このとき注目を浴びているのは門番だが、２６才のキース・ミッチェル（Keith 
Michell, 1928-）演じるマクダフも強い印象を観客に与えている。彼の毛皮の帽子が、他の
人物を見下ろす 190cm という彼の背の高い印象をさらに強め、大きなマントも彼の広い肩
幅を強調している。「おまえの主人は起きているのか」という彼の問に答えるかのように、
オリヴィエが「上の寝室から、あたかも邪悪な儀式からでも戻ったかのように、長くて黒
い僧服風のガウンを着て」現れた。「血を洗い落とした両手を密かに確認し、控えめな声で
彼らに挨拶するのだが、その雰囲気には死体の存在を感じさせるものがある。」
20
 
 彼が下手
側の石段を下りてくるのを見ると、門番は中央のアーチから退場した。オリヴィエは既に
気力を取り戻しており、ここから宴会の場面でバンクォーの亡霊を見るまで、完全に状況
を把握している。
21
 
 
マクダフが王を起こしに来たと言うので、オリヴィエは舞台奥を横切って彼を下手の国
王が眠っているはずの部屋の方へと案内した。マクダフがそこから退場すると、レノック
スがその夜のひどい様子を語る間にオリヴィエは舞台奥を横切って上手に行き、前方まで
来てから「ひどい夜だった」とレノックスに同意した。マクダフが戻ってくるまでのわず
かな時間、「永遠とも思えるくらいの不安なとき」が流れる。
22
 
 下手の石段にマクダフが現
れ、絶望の叫び声を上げると城中が大騒ぎとなる。「命と言ったのか」というオリヴィエの
問いと「国王のか」というレノックスの問いに対してマクダフが「…俺に話させるな。見
て自分で話せ」と言うと、二人は舞台を横切って下手へ行った。オリヴィエが国王の部屋
に入るのをとまどっているのでレノックスが先に入ろうとするのだが、オリヴィエは彼を
押し戻して先に退場した。マクダフがみんなを起こそうと叫んでいると、警鐘が響き渡り、
あらゆる出入り口から、上着も着ていない髪がぼさぼさの人物たちが次々に登場した。リ
ーは上手の小塔から現れ、石段を下りてマクダフのもとへ行った。 
みんなが混乱して立ちすくむ中、突然警鐘が止み、再び両手を血まみれにしたオリヴィ
エが国王の部屋から戻ってくると、明け方の薄暗がりに浮かぶ青ざめた顔たちの目が一斉
に彼に注がれた。彼が、もうこの世は生きる価値がなくなってしまったと嘆いていると、
下手奥からダンカンの二人の息子が登場し、奥を横切り、上手の石段から下りてきて、人
物たちはこの二人に注目した。オリヴィエは「ほとんど恐ろしい快感を浮かべ」るように、
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お付きの者たちを殺したことを語った。
23
 
 リーは「思わず彼を支えようと一歩あゆみ出た。
そして（オリヴィエ）の演技が混乱してくると、共有している罪の意識に駆られて、二人
はゆっくりとまっすぐに舞台中央に引き寄せられて行った。」しかし、彼女は、彼のもとに
たどり着く直前に気を失った。これが本当なのか演技なのかは問題ではなく、「彼女の気絶
は、電気の流れている２本の線を付けたときの火花のように、劇の進行に不可避なもので
あった」とデイヴィッドは述べている。
24
 
 人物たちの目が一斉に彼女に注がれ、オリヴィ
エが駆け寄り、彼女を抱き起こすと、彼女はゆっくりと気を取り戻し、薄明かりの中から
みんなの青ざめた顔が注目する中、二人は罪の意識を感じつつ見つめ合った。国王の二人
の息子、マルカムとドナルベインはみんなから離れて、舞台奥下手側の石段でこの状況に
ついて話し合っている。舞台は、「罪に強いられたマクベス夫妻の孤独と他の者たちの混乱
を雄弁に語る一幅の絵」となった。
25
 
 
リーが介抱されながら上手の石段を登り、小塔から退場すると、舞台に張りつめた緊張
も幾分和らぎ、身支度を調えて広間に集まろうというオリヴィエの号令で、みんなもそれ
ぞれの出入り口から退場した。オリヴィエも自分の部屋に戻るため、石段を登り、舞台中
央にはマルカムとドナルベインだけが残り、亡命する相談をしている。ここは二人が相談
を終えてそのまま退場するところであるが、ショーは、彼らが退場する前にオリヴィエを
再び登場させ、舞台の緊張をさらに高め、そのあとバンクォーまで登場させて、この二人
の共犯の意識も強調している。マルカムが「…悪いけど、抜け出すことにも理がある…」
まで話すと、オリヴィエの不気味な姿が上手の小塔から現れ、マルカムが「…慈悲が一切
残されていないようなときには」と言い終えて二人で立ち去るのを見下ろした。「彼らが立
ち去るのを見て、マクベスは彼らに罪をなすりつけることができるということに気付く」
とショーは記している。
26
 
 彼らは中央のアーチに向かう際にオリヴィエの姿に気づき、足
早に退場した。オリヴィエが上手の石段を下りてくると、バンクォーが上手に登場し、二
人は顔を見合わせ、無言のまま一緒に下手から退場した。 
誰もいなくなった舞台には、遠くからダンカンの死を嘆く追悼の音楽が聞こえている。
上手前方から老人とロスが現れ、舞台中央で前夜の不吉な出来事を話し合う。この老人は、
嫌な予感がして城を訪れただけの世捨て人である。
27
 
 二人が話していると、マクベスが次
の国王に選出された会議から戻ってきたマクダフが下手前方から登場し、二人の前を横切
った。話が終わると、まずマクダフが戴冠式には出席せずにファイフに帰ると言って、二
人の前を横切り上手前方へと退場し、次に、戴冠式が行われるスクーンへ行くというロス
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が、「お二人の上に神の祝福がありますように…」という老人の台詞と共に、下手前方へと
退場した。最後に老人は、「…そして、悪を善に、敵を味方に変える方たちの上にも」と台
詞を言い終えてから、ゆっくりと舞台奥の中央のアーチへと向かい、舞台にはゆっくりと
幕が降ろされた。 
 
 
第２部 
 
52分 30秒にわたる第１部が終わり、14分間の休憩が入る。その間に幕の後ろで裏方た
ちが中庭のセットを王宮の一室に作り替える。中庭にあった歪んだアーチの前が数段の階
段で上がる壇となっており、中央のアーチの前には二つの玉座が設置されている。舞台中
央は、マクベスが暗殺者たちにバンクォー父子の殺害を依頼する彼の部屋として使われ、
幕の前の前舞台でバンクォー父子が襲われている間に、幕の後ろでは宴会のテーブルや椅
子、食事などが運び込まれ、宴会の間となるのである。場面の変化で劇の流れを途切れさ
せることのない、その奥行きを存分に生かした舞台づくりである。第３幕を演じる第２部
は、第５場と第６場が省略され、第１部、第３部と比べて短い 26分間である。 
第１場（第３幕第１場、第２場）、王宮の場。午後５時。ショーは、第２部（第３幕）ま
での間に約３ヶ月のときの経過を考えている。幕が開く前に舞台はいったん明かりを落と
されて真っ暗になり、遠くから響くトランペットの音が近づくと幕が開き、中央上手寄り
から奥の玉座を見ながらバンクォーがマクベスに対する疑いを口にする。ショーは、バン
クォーがマクベスを疑いながらも魔女たちのことを誰にも話さずにいるのは、彼への友情
のためでも彼に対する恐怖のためでもなく、彼自身の将来の王冠に対する関心のためだと
考えた。「もちろん、彼は悪人ではないが、単なる正直者でもない。彼独自の野心を持って
いるのである。」
28
 
 
そこへ、華々しいトランペットの音と共に、国王、王妃となったオリヴィエとリーが側
近たちを連れて上手前方から登場し、バンクォーは跪いて、二人の手にキスした。オリヴ
ィエはダンカンがかぶっていた王冠をかぶり、グリーンの服に金の鋲が打ち付けてあるベ
ルトを締め、赤いマントと濃い紫のビロードの布をまとっている。リーも王冠をかぶり、
グリーンのサテンの服を着て、宝石の輝くブレスレットをはめ、赤い縁取りのある青と金
のツイードのマントを肩にかけている。オリヴィエは、上手前方にとどまっている側近た
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ちから離れて、下手のバンクォーと、彼が午後息子を連れて出かけることやダンカンの息
子たちにかけられている父殺しの疑いについて話した。バンクォーがフリーアンスを連れ
て下手前方から退場し、同時にリーも、二人の婦人に付き添われて階段を上がり、下手奥
へと退場した。そのあと、オリヴィエが側近たちを下がらせると、下手前方からシートン
が中央に残っているオリヴィエのもとに行き、彼の命令で下手前方から二人の暗殺者を連
れてくる。その間、オリヴィエはバンクォーや自分の将来についての不安を独白していた
のだが、彼らが現れると活気を取り戻し、暗殺者たちだけでなく観客に対しても、その「悪
の魅力」を存分に見せつけた。彼は暗殺者たちの近くを歩き回りながら、彼らを巧みに惑
わせ、バンクォー父子暗殺を決意させた。デイヴィッドが、「最も劇的で意味深い場面の一
つ」と言っている場面である。「暗殺者たちは、国王の悪の魅力を半ば恐れ、半ば魅惑され
て、彼がローブを翻しながら彼らに近づくたびに身をすくませた。その間、彼はずうっと
彼らの間や周りを歩き続け、彼らの理解していること、彼自身の良心、これから犯すべき
罪について、彼らを惑わす言葉を言い続けた。」
29
 
「ご命令通りに、陛下、必ずやり遂げま
す」と言う暗殺者２に続いて、暗殺者１が「たとえ命に代えましても…」と言いかけると、
オリヴィエは「おまえたちの根性はよく分かる…」と言いながら、あたかも彼らを抱きし
めようとするかのように二人に近づいた。彼が奥で待つように彼らに指示を与えると、シ
ートンが二人を連れて上手前方に退場した。オリヴィエは「バンクォー、貴様の魂が天国
へ飛んでいくなら、今夜その道を決めろ」と言ってから、下手前方へ退場した。 
彼が退場する直前に下手奥から登場したリーは、オリヴィエの退場を見送り、下手奥か
ら登場し、二つの玉座の間で立ち止まった。舞台は次第に暗くなり始める。下手前方から
シートンが現れ、前舞台を横切り、上手まで行くと彼女に気が付いて立ち止まり、国王を
呼んでくるように命じられると、前方へ退場した。彼女は上手側の自分の玉座に座り、「何
にもならない、すべては無駄…」と不安を漏らした。オリヴィエは上手前方から登場し、
ゆっくりと彼女の方へ歩いて行き、彼女の台詞が終わると自分も玉座に座り、「俺たちは蛇
を斬りつけはしたが、殺してはいない…」と言い始めた。「彼の暗いしかめっ面、恐ろしい
言葉、身もだえと、マクベス夫人のかよわく不安げな表情が、彼らの王冠、豪華な服装、
玉座に象徴される安泰や権威とあまりにも対照的である。」
30
 
 そして、われわれは、二人の
言葉とこの様子から彼らの間に距離が生まれていることに気づかされる。今や二人は、別々
に不安に苛まれているのである。 
「ねえ、あなた、その険しい顔を和らげて…」と、リーは、彼女から目を背け、右肘を
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肘掛けにつき、握った手にあごを乗せているオリヴィエの左腕に右手を置いて、彼の言葉
を遮った。しかし、それでも彼が悩みを口にするのをやめないので、彼女は遂に、「もうそ
んな話はやめて」と言って立ち上がる。すると、彼は彼女から顔を背け、下手前方へと目
をやりながら、「…バンクォーもフリーアンスも生きているんだぞ」と言った。それでも、
彼らの命も永遠ではないことに気づかされると、彼も席を立ち、玉座を降り、舞台中央へ
と歩きながら「コウモリたちが僧院の中を飛び交う前に」なされる恐ろしいことを暗示し
た。彼の後を追って玉座を降り、彼の言葉を不思議がっている彼女をオリヴィエは振り返
り、「おまえは知らなくていい…」と声をかけたあと、下手前方を向いて「瞼を閉じ合わせ
る夜」に暗殺を求める呼びかけをした。そして、彼は再び彼女を振り返り、彼女の手を取
って、二人は一緒に奥の階段の方へ歩き、下手から退場した。すでに暗くなっていた舞台
の照明が完全に落とされ、真っ暗な中、舞台中央の幕が引かれる。 
第２場（第３幕３場）、バンクォー暗殺の場。午後７時。幕前の前舞台がわずかに明るく
なり、先ほどの暗殺者１、２とシートンが上手前方から登場した。ショーは、常にマクベ
ス夫妻のそばで仕えている召使いと従者だけでなく、他の二人よりも状況をよく知ってい
ると思われる暗殺者３もシートンに割り振っている。「…俺たちの獲物が来るぞ」という暗
殺者１の台詞と同時に、下手から馬の蹄の音が聞こえてくる。ショーは、これに続く暗殺
者３の「蹄の音だ」を暗殺者２に割り振り、次の暗殺者２の「やつだ。他の招待客はもう
宮殿の中だ」という台詞をシートンに言わせた。こうすることにより、状況をよく理解し
ていない暗殺者１、２と、バンクォーの声から、みんなが門のところで馬を下りて宮殿ま
では歩くことまで知っていて、他の二人にマクベスの指示通りに実行させるシートンとい
う図式が完成する。バンクォーとフリーアンスが下手前方から歩いてくると、暗殺者１が
フリーアンスの明かりを取り上げて消し、暗殺者２とシートンは、上手の方へ一緒に歩き
ながらバンクォーを襲った。バンクォーの「逃げろ」という声を聞いて、フリーアンスは
下手前方に逃げ、暗殺者たちはバンクォーの死体を持って上手前方へ退場し、前舞台を照
らすわずかな明かりは次第に落とされ、再び真っ暗になった。 
第３場（第３幕第４場）、宴会の場。午後８時。トランペットが鳴り響き、前舞台の後ろ
に引かれていた幕が再び開けられると、舞台中央には長いテーブルが運び込まれている。
テーブルは中央の席の両側がわずかばかり舞台奥側に折れており、その観客席側に椅子が
並べられ、これらは、奥の二つの玉座と共に少し上手側を向いている。奥の歪んだアーチ
と共に、この傾きも観客に空間の歪みを感じさせる。バンクォーを除く招待客たちはすで
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にテーブルのあたりに集まっており、周りには、彼らから少し離れて松明を持った召使い
たちが控えている。リーは玉座に座り、王冠をかぶったオリヴィエが玉座から立ち上がり、
客たちに向かって両腕を広げて歓迎の言葉を口にし、領主たちが席に着くと、劇場の観客
たちもその場に居合わせているような気分になる。席順は、下手側から領主３、ケイスネ
ス、メンティース、アンガス、中央の席はオリヴィエが食事を共にするための席で、その
上手側はレノックス、領主１、領主２、そしてロスである。領主たちは観客に背を向けて
座っており、玉座の二人だけが観客の方を向く形である。 
オリヴィエに続いてリーも玉座から歓迎の言葉を述べると、下手前方に顔に血の付いた
シートンが姿を現す。オリヴィエが「私も席を回って一人一人と乾杯しよう」と言って挨
拶を終えると、召使いたちがワインをつぎ始め、彼はシートンのもとに行った。オリヴィ
エに「顔に血が付いてるぞ」と言われると、彼は袖で血を拭いながら、「それなら、バンク
ォーのです」と言った。オリヴィエは、彼がバンクォーののどを切ったと聞いていったん
は喜ぶが、フリーアンスに逃げられたことを知ると下手の方へ振り返って、「それではまた
発作に襲われる…」と呟いた。再びシートンの方を向いてバンクォーの死を確認して、彼
を下がらせたあと、リーに促されて、オリヴィエは、テーブルの下手側を回って玉座に戻
り、皆に乾杯した。乾杯のあとオリヴィエが「…あとあの高貴なバンクォーがいてくれた
ら…」と言ったとき、ぼんやりと照らされたバンクォーの亡霊が、奇妙な音楽と共に、シ
ートンが退場した下手前方から登場し、中央のオリヴィエの席に掛けた。 
ロスが立ち上がってオリヴィエに同席を求めると、彼は階段を下りながら「席がない」
と言い、レノックスに中央の席を示されると、亡霊に気づいた。亡霊の血まみれの髪と肩
がスポットライトに照らし出され、オリヴィエと亡霊がテーブルを挟んで向かい合ってい
る。「誰がこんなことをするんだ」と言いながら、彼は後退りして階段を２段上り、「俺が
やったとは言わせないぞ」と言うと、リーも玉座から立ち上がった。ショーの配置の意図
が明確になる瞬間である。観客に背を向けて座っている亡霊を、オリヴィエが階段からも
のすごい形相で見下ろし、その様子をリーが後ろから不安げに見つめている。魔女たちと
の遭遇の瞬間と同様に、ここでもショーは、オリヴィエと亡霊を立体的に向かい合わせ、
オリヴィエの表情に観客を注目させたのである。映画であれば、マクベスの表情が画面い
っぱいに映し出されるところだろう。亡霊と招かれた領主たちをこちら向きに配置したの
では、そのような効果は期待できない。ショーの空間使いの妙がここでも存分に生かされ
ている。さらに、彼はこのあと二人を前舞台に連れ出す。彼女が席を立った客たちを再び
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着席させたあと「…発作は一時的なもので、すぐによくなります…」と言ったところで、
オリヴィエは突然走り出し、テーブルの下手側を回って前舞台まで来た。その間、亡霊は
彼の動きを目で追った。リーも、階段を下り、テーブルの上手側を回りながら客たちに食
事を続けるよう勧めると、足早にオリヴィエのもとに行った。通常ここでは、テーブルの
近くで何とか強がるマクベスを夫人が玉座から非難するところであるが、二人をテーブル
から離し、観客席に近づけたことで、彼らの会話が領主たちにオープンなものではなく、
半ば観客にしか聞こえない独白のような形になったのである。状況を考えると、ショーの
演出の方が現実的であり、舞台の深い奥行きの生かし方も見事である。 
ショーは、ここで、自分の目にしか見えない亡霊の恐ろしさを強調する演出を見せる。
リーが亡霊などいないと言って、オリヴィエを前舞台からテーブルの方へ連れ戻そうと舞
台中央まで戻り、彼が「あそこを見てくれ…」と亡霊を指さすと、亡霊は立ち上がり、死
体が「墓や納骨堂から出てくるようなら、これからは鳶にでも食べさせなくてはならない」
と彼が呟いている間に、宴と客たちを気遣うリーと怯えているオリヴィエの間を通って下
手前方から退場した。彼は、亡霊が自分にしか見えていないという事実を目の前で確認さ
せられ、彼だけでなく、観客もその恐怖に凍りつく。亡霊が二人の間を通り過ぎると、彼
女が彼に駆け寄って、彼の男らしさを非難した。オリヴィエは「これまでにも血は流され
てきた…」と言いながら、リーの前を通って席に戻り、彼女は領主たちに目をやりながら
前舞台下手側に移った。 
しかし、オリヴィエが改めて乾杯し、バンクォーも同席してくれていたら、と言ったと
きに、再び亡霊が、今度は二つの玉座の間に登場した。客たちも乾杯し、オリヴィエが席
に着こうと振り向いたときに、亡霊の姿が彼の目に入る。オリヴィエは思わず手にしてい
たカップを落として、「下がれ、消えろ…」と亡霊に向かって叫びながら前舞台まで後退り
した。オリヴィエと亡霊の位置が先ほどとは逆になっている。彼がそのまま上手に移ると、
領主たちは席を立って下手へ急ぎ、リーは「どうか、皆様、これはいつものことです…」
と彼らに声を掛けながら、オリヴィエに駆け寄った。伝統的なマクベスは、大体、ここで
は強がりながらも怯えながら台詞を言うのが精一杯なのだが、オリヴィエは全く違ってい
た。「男のやることだったらどんなことだってやってみせる。毛むくじゃらなロシアの熊の
姿で来い…」と、今度は挑戦的な台詞を叫びながらオリヴィエが彼女を振り切ると、亡霊
もゆっくりと降りてテーブルの中央に近づいた。オリヴィエは、「…もし俺が震えでもした
ら、俺を幼い女の子と罵るがいい…」まで台詞を言うと、テーブルの上手側の端まで駆け
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寄り、その上に飛び乗って、中央まで行き、亡霊を見下ろしたのである。彼のダイナミッ
クな動きで、舞台には活気がみなぎり、劇場の緊張は頂点に達する。彼の翻ったマントで
一瞬亡霊の姿が見えなくなり、彼が「…失せろ、恐ろしい影。ありもしない幻、消えてし
まえ…」と言うと、亡霊は足下のトラップドアから退場した。亡霊がいなくなると、オリ
ヴィエは振り向いてテーブルから飛び降り、「…なんだ、消えてしまえば、またもとの俺だ
…」と言って宴を再開しようとするのだが、もはやそのような状態ではなくなっている。
彼が飛び乗ったテーブルの上もひどい状態である。 
リーはオリヴィエのもとに戻り、「あなたがすっかり白けさせてしまったわ…」と言った。
彼が今起こったことを振り返っていると、上手前方に行っていたロスが、領主２と共にリ
ーに近づき、オリヴィエに「何を見たのですか」と尋ねたが、リーは「どうか話しかけな
いで、ますますひどくなります…」と言って、客たちを解散させた。二人を残して全員が
下手前方に退場すると、それまで不安を隠して気丈に振る舞っていたリーが、オリヴィエ
の上手側、隣の席にぐったりと腰を下ろした。もはや「彼女は疲れ切って、彼に聞かれた
ことにもほとんど答えられなくなっている」のだが、一方彼の方は、「罪を犯して王になっ
たら、内面の悪が破裂してすべて外に飛び出している。」
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 彼も中央の席に座り、「もうど
れくらいだろう」と聞くと、リーは席を立って下手前方を見ながら、「そろそろ夜と朝が争
い始めて、どちらとも言えない頃よ」と答えながら彼から離れかけるが、マクダフの欠席
をどう思うか聞かれると、彼の方を振り返り、「使いをお出しになったの」と聞き返して、
ゆっくりとテーブルの上手側を回って階段を２段上がって立ち止まった。オリヴィエは、
その間、再度魔女たちを訪れることを話していたが、彼女に眠りが足りていないことを指
摘されると、「さあ、眠ろう」と言って席を立ち、テーブルの下手側を回ってリーのところ
へ行った。膝をついてオリヴィエの玉座に寄りかかっている彼女を振り返り、「俺の奇妙な
妄想は新入りの抱く恐怖、鍛え方が足りない…」と言って、下手から退場し、彼女もその
後を追った。ゆっくりと幕が降り、魔女たちが登場する第３幕第５場と、レノックスが貴
族と状況を話し合う第６場が省かれ、第２部の終わりとなる。 
 
 
第３部 
 
第１場（第４幕第１場）、大釜の場。午前４時。照明が徐々に落とされ、真っ暗になった
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ところで雷鳴が響き、幕が上がると、青と赤の薄明かりに照らされて、洞窟の中で３人の
魔女たちが大釜の周りを回っている。奥には階段があり、その上にマクベスの王宮のアー
チを思わせるいびつな５角形の穴が開いている。魔女たちは回るのをやめ、奥の位置で止
まった魔女が台詞を言い、「倍に倍しろ、苦労に苦悩、炎よ燃えろ、大釜煮立て」を３人で
合唱するときには再び回る。彼女たちが気味の悪いまじないを投げ込むたびに、大釜から
シューという音と共に煙が上がる。第３幕第５場と共に、ここでもヘカトの登場は省かれ
ている。ノックの音がして、「…開けろかんぬき、誰でも入れろ」という魔女１の台詞と共
に、階段が赤く照らし出され、オリヴィエが登場する。 
彼の求めに応じて、魔女１が豚の血と人殺しの脂汗を釜に投げ入れると、シューという
音と共に炎が高くなり、大きな雷鳴が響いた。釜の向こう側からオリヴィエがのぞき込む
と、中からは「兜をかぶった首」ではなく、槍に突き刺された彼自身の首がこちら向きで
出てきて、「…マクダフに気をつけろ…」という声がした。ここでも、ショーはオリヴィエ
を釜の向こう側に立たせ、呼び出される幻影を観客側に登場させて、幻影とそれらを見据
えるオリヴィエの表情を、観客が同時に見られるようにしたのである。しかも、これなら、
煙の中の首が彼自身のものであることを観客は目撃できるが、彼には気がつかれない。最
も効果的でドラマチックな配置といえるだろう。 
首の幻影が釜に沈んで再びまじないが始まり、大きな雷鳴が響くと、第２の幻影、血ま
みれの子供は、帝王切開で生まれたばかりのマクダフである。このとき聞こえる「…女か
ら生まれた者にマクベスを傷つけることはできない」という声はマクダフのものである。
そして、第３の幻影、枝を持ち王冠をかぶった子供は、マルカムである。彼はバーナムの
森の木の大きな枝を手に持って釜の中から現れ、「…バーナムの大森林がダンシネインの高
い丘に攻め上がってこない限り、マクベスが敗れることはない」と告げて、釜の中に消え
た。オリヴィエはさらに知りたがるが、大釜はトラップ・ドアから沈み、彼がその下手側
に回ると、そこにいた魔女１も他の二人のいる上手側に回り、続いてオーボエの音と共に
前舞台をバンクォーの亡霊と８人の王たちが、下手から上手へと横切る。魔女たちは、オ
リヴィエが王たちの姿に驚いている間に、気づかれずに上手から退場した。最後の魔女１
の台詞は削除され、一人舞台に残ったオリヴィエは、馬の蹄の音を聞くと、レノックスを
呼び入れた。彼は、マクダフがイングランドに逃げた知らせを聞くと、舞台中央上手寄り
のところで、マクダフの城を襲う決意を独白し、レノックスと共に階段を上がって５角形
の穴から退場した。舞台は照明を落とされ、真っ暗になる。 
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第２場（第４幕第２場）、マクダフ夫人の場。午後５時。舞台中央に落とされた背景幕に
は、城の一室の壁が描かれている。ショーは、マクダフ夫人の子供を一人ではなく３人登
場させる。さらに彼は、暗殺者に刺されて倒れた子供を残して、夫人が「人殺し」と叫び
ながら退場するというこの場面の終わり方を変え、観客に強い衝撃を与えるような演出を
試みた。 
笑いながら、椅子を持った子供１と木製の剣を持ってそれを追いかける子供２が下手か
ら登場し、子供１は椅子で身を守っていたのだが、舞台中央に椅子を置くと、子供２に刺
され、倒れ込むように椅子に掛けた。そこへ、赤ん坊を抱いたマクダフ夫人がロスと共に、
話をしながら下手から登場した。彼女は、ここでは不安な表情を見せるが、普段は家族を
愛し、夫に尽くす２８才の優しい女性で、貴婦人の威厳を漂わせている。
32
 
 彼女たちの近
い親戚であるロスは、別れの挨拶のときに彼女の額にキスし、赤ん坊に触れながら祝福を
与えた。彼が上手前方から退場すると、彼女は椅子に掛け、子供１は彼女の横に跪き、肩
を抱かれて話をし、子供２はその横で、床に座って二人の会話を聞いている。そこへ怯え
た老羊飼いが危険を知らせに入り、子供たちの笑い声が響く、劇中唯一の平和な家族の場
面であったのに、一瞬でその雰囲気が失われた。羊飼いが退場し、彼女が立ち上がって不
安を口にすると、バンクォーを殺した二人の暗殺者が上手前方から現れ、子供２は叫び声
を上げて彼女にしがみついた。 
年上である子供１は、父親の名誉を守ろうとするが、暗殺者１に短剣の柄で頭を殴られ、
膝をついて母親を振り返り、逃げるよう叫んだ。「あたかも自分のしたことに驚いたかのよ
うに、暗殺者は後退りし、舞台中央に一人残された少年は背を丸め、両手で傷を押さえた。
彼はしばらく身をかがめてよろめいていたが、ゆっくりと床に崩れ落ちた。沈黙、誰もが
衝撃を受ける長い沈黙が続き、やがて」、マクダフ夫人の悲鳴が劇場中に響き渡り、舞台は
真っ暗になった。デイヴィッドは、ここで初めて観客がマクベスの恐ろしさを実感すると
述べている。ダンカンの暗殺は舞台上で演じられていないし、バンクォー殺しは闇討ちで
ある。母親と他の子供たちが殺されるところまでは演じられないが、舞台上で、彼女の目
の前で子供を殺すというあまりにも惨い殺人を目にすることによって、観客の心はマクベ
スから離れてイングランド軍の方につくことになり、ここから「悲劇の曲線は終局に向か
って落ち始めるのである」と述べて、彼は論文を締めくくっている。
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 この場面の衝撃が
この舞台全体に持つ重要性は計り知れない。 
第３場（第４幕第３場）、イングランドの場。正午。次第に照明が明るくなると、中央の
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背景幕は木々が描かれたものに替わっており、その中央は、両側から伸びた幹が重なり合
い、その下が大きく３角形に切り取られている。マクベスの城の中庭も王宮の玉座も魔女
たちの洞窟までも、その背景はいびつな５角形だったのだが、ここでは丸みを帯びた３角
形で、そこから覗く奥の背景幕には明るい景色が描かれ、照明が当てられている。その３
角形の切れ間からマルカムとマクダフが話をしながら歩いてくる。イングランド軍の力を
借りて一緒にマクベスを倒そうというマクダフと対照的に、マルカムは浮かない表情であ
る。マクダフが「もしマクベスの仲間でないのなら、なぜ彼が家族を敵地に残してイング
ランドに来たのか彼には理解できない」から、彼はマクダフの反応を試すのだとショーは
考えた。
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 マルカムが前舞台に降りる段に腰掛け、無関心を装って自らの欠点を挙げ始め
ると、マクダフも彼の横に膝をついて必死に説得を試みた。マクダフがマルカムの態度に
絶望して故国の悲運を嘆きながら立ち去ろうとすると、マルカムも立ち上がって彼に駆け
寄り、止めようとしたのだが、彼は後退りした。マルカムはそれまでの話の意図を打ち明
けながらついて行き、何とか彼を止めることができた。 
そこへロスが登場して、マクダフの家族に起こった悲劇を語ると、二人の手前に立ち、
観客に背を向けていたマクダフが振り返って、右手で帽子を目元まで落とした。マルカム
はロスの前を通って彼の上手側に行き、優しく彼の右腕を引きながら、悲しみを隠すなと
話した。二人の間に信頼が生まれ、二人が上手から退場したのに続いてロスも退場し、照
明が消された。 
第４場（第５幕第１場）、夢遊病の場。午前２時。照明が消されていたわずかな時間にイ
ングランドの背景幕が取り払われ、２時を知らせる時計の音と共に薄明かりの中に現れた
のは、月明かりに照らされて冷たく不気味に見えるダンシネインの城の廊下である。第３
部では、ゆっくりと展開する第４場までの場面の転換を早めるために、主に背景幕と照明
で場所を表現している。奥の王妃の間へと続く廊下は幾重にも重なる不規則な５角形のア
ーチで表され、左右の壁も５角形に切り取られ、上手側から月明かりが差し込んでいる。
医者と侍女が上手前方から登場し、前舞台で医者が振り向いて「二晩も一緒に様子を見て
きたが、あなたの言うようなことは起こらない…」と彼女に話しかけた。 
二人が立ち話をしていると、一番奥のアーチの下に小さな明かりが点り、ゆっくりと近
づいてくるので、二人は様子を窺うために上手前方に下がった。以前とは違い、すっかり
やつれた様子のリーが右手に燭台を持って奥から登場し、舞台中央で立ち止まり、燭台を
横に置いて両手を擦り合わせ始めた。「消えて、忌々しい染み、消えてよ…」と言うと、彼
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女は突然手を止めて耳を澄まし、「一つ、二つ、時間よ。地獄は暗いわ…」と言い、２、３
歩下手に歩きながら、「何よ、あなた、軍人なのに怖いの…」と言葉を続けた。「ファイフ
の領主には奥さんがいた。彼女は今どこ…」と言うと、再び手をこすり始め、「…もうよし
て、あなた、もうやめて。そんなにびくびくしているとみんな台無しだわ」と言うとき、
いったん手を止めて上手を振り返るが、すぐにまた再開した。二人が話していると、彼女
は突然手を止めて、「手を洗って、部屋着を着て…」と話し始めた。「…やってしまったこ
とは取り返しがつかないわ…」と言うと、彼女は燭台を持って「…ベッドへ、ベッドへ…」
と言いながら奥へ戻っていった。二人は舞台中央に来て彼女が去るのを見送ったあと、彼
女の様子について話し、侍女は二番目のアーチの前に幕を引きながら、医者にお休みを言
ってその幕の後ろへ退場した。医者はそのあと、上手前方に退場した。中央の大きなアー
チの後ろはもはやアーチの重なる廊下ではなく、彼女の引いた幕が城内の他の場所を表し
ている。 
第５場（第５幕第２場）、反逆の場。午前４時。遠くで太鼓の音が響き、舞台が明るさを
増すと、下手前方からメンティース、アンガス、レノックスが前舞台に登場し、上手から
はランタンを持ったケイスネスと兵士１が登場し、城を抜け出して自分たちもイングラン
ド軍に加勢することを話した。前の場面まで静的に展開していた舞台が急にあわただしく
なり、この場面以降、オリヴィエが殺されてスコットランドに再び秩序が回復される最後
の場面まで、舞台はダイナミックな展開を見せる。彼らが話を終えて下手前方に退場する
直前に、シートンが中央のアーチから現れ、足早に彼らを追うが、彼らが退場すると、走
って上手から退場した。これも、マクベスとシートンの関係を強調したショーの演出であ
る。 
第６場（第５幕第３場）、青白い間抜け面の場。次第に小さくなっていった太鼓の音が聞
こえなくなり、領主たちが退場すると、上手からオリヴィエがシートンと共に現れ、舞台
中央で、彼らが立ち去った下手前方を見ながら、「もう報告はいらん、逃げたい奴は逃げろ
…」と言った。シートンはオリヴィエの前を横切って上手前方に退場。続いて召使いが下
手前方から登場すると、オリヴィエは「青ざめた間抜け面」と怒鳴りつけ、近づいてくる
一万の兵士がイングランド軍だと聞くと、跪いている召使いを前舞台へと突き飛ばし、「そ
の面を引っ込めろ」と叫んだ。シートンが戻ってくるまでの間、彼は前舞台に降りる段に
座って、「…俺ももう十分生きた…」と静かに話し始めた。彼は再び立ち上がってシートン
を呼び戻し、鎧を持ってくるように命じるのだが、そのとき登場した医者が彼を避けて戻
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ろうとするのを見つけると、絶望しながらも心配げに妻の容態を尋ねた。ショーは、夢遊
病の場とここでの、マクベス夫妻の勇気と忍耐力を賞賛している。「一秒たりとも、二人は
自分を哀れんだり相手に不誠実になることもない。二人ともすでに地獄にいるも同然なの
だが、あくまでも人間であり、怪物ではない。」
35
 
 
オリヴィエは、鎧を持って戻ってきたシートンに鎧を付けるよう命じると、再び元気を
取り戻し、「それを持ってついてこい。俺は死も破滅も恐れたりしない、バーナムの森がダ
ンシネインに攻めてくるまでは」と言って、シートンを従え、下手前方へ退場した。医者
が中央の幕の切れ目から退場すると、前舞台の後ろにバーナムの森が描かれた幕が引かれ
た。 
第７場（第５幕第４場）、バーナムの森の場。午後５時。トランペットと太鼓の音が響き、
明るく照らされた森の中に、下手からは白服のマルカムに導かれたタータン・チェック姿
のスコットランド軍が登場し、上手からは老シーワードに導かれて青い上着を着たイング
ランド軍が登場する。マルカムは、ダンシネインを抜け出したアンガス、レノックス、メ
ンティース、ケイスネスの順に次々と握手をしてから、老シーワードと挨拶を交わした。
マルカムが、全員に森の枝を掲げて進軍する指示を小シーワードに伝えさせると、小シー
ワードは下手に退場した。最後の場面に向けて、舞台上の動きもさらに加速する。両軍と
も下手に退場し、再びトランペットと太鼓の音が響き渡った。 
第８場（第５幕第５場から第９場）、最後の場。午後６時から翌朝にかけて。舞台中央に
引かれていた幕が開けられると、夕日に照らされたダンシネインの胸壁に作り替えられて
いる。奥は、下手に作られた数段の階段で上がる壇になっており、そこからさらに上手に
上る石段が作られている。石段は、大きな５角形に切り出された石に挟まれており、壇の
下の模様にも歪んだ５角形が並んでいる。最後の場面でも、これらで表される空間の歪み
が壊された秩序を象徴しているのである。 
数人の旗手達に続いて、オリヴィエとシートンが、領主たちを引き連れて上手から登場
し、階段を上って戦場を見渡し、外壁に旗を掲げるよう命じた。オリヴィエは、「この城は
難攻不落、敵の包囲など笑い飛ばしている…」と言うと、シートンと共に階段を下りた。
上手から女性の悲鳴が聞こえ、様子を見てきたシートンから王妃の死の知らせを聞くと、
オリヴィエは思わず膝をついてしまう。照明が一段と暗くなり、オリヴィエは立ち上がっ
て、ゆっくりと上手へ歩き、プロセニアム・アーチの柱に寄りかかって絶望の台詞を呟い
た。「いつかは死ぬ身、そんな知らせを聞くときも来るとは思っていた…」ここでのオリヴ
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ィエの演技にも、夫人への深い愛情が感じられる。しかし、下手から歩哨が登場し、バー
ナムの森が動き始めたと報告すると、彼は駆け寄り、歩哨をつかんで報告を確認し、「…も
し本当なら、俺に同じことをしてもかまわん…」と言って歩哨を投げ倒した。彼は絶望し
かけるが、気を取り直し、奥を振り返って、「武器だ、武器を取れ、出陣だ」と叫び、階段
を上がって壇の中央に行くと、「警鐘を鳴らせ」と叫んだ。そして、「…せめて鎧だけは付
けたまま死んでやる」と言って、上手へ退場した。他の者たちも彼に続いて退場し、警鐘
が鳴り響いた。 
照明が替わり、音響も警鐘からトランペットと太鼓の音に替わると、マルカム、老シー
ワードと領主たち、枝を持った７人のイングランド兵と二人のスコットランド兵が登場し
た。マクダフの「全軍のラッパを吹き鳴らせ」という号令で、トランペットと人々の叫び
声が大きく響き、それと共に闘いの音楽が始まった。 
彼らが退場し、トランペットと叫び声が止み、警鐘が響くと、兵士たちが舞台になだれ
込み、壇上と中央で戦う。ダンシネインの兵士たちが追いつめられると、上手前方からオ
リヴィエが登場して闘いに加わり、舞台中で長い剣を振り回し、イングランド兵を一人、
壇に上がる階段のところで倒した。舞台中央で「これでは杭に縛り付けられたようなもの
だ…」と言って、彼が遠くを見つめていると、上手から小シーワードが現れ、彼に挑むが、
すぐに殺されてしまう。オリヴィエが「女から生まれた者だったか」と言ったあと、マク
ダフ、老シーワードとマルカムの登場が省かれ、彼は「誰がローマの馬鹿どものまねをし
て自分の剣で死んだりするものか…」と、台詞を続けた。 
彼が階段の方へ歩き始めると、上手からマクダフが登場し、「待て、地獄の犬、こっちを
向け」と叫んで彼を呼び止めた。音楽が突然止み、「俺には言葉などいらない、この剣に言
わせてやる…」というマクダフの台詞で二人が剣を交えると、太鼓が鳴り始めた。オリヴ
ィエはしなやかな剣捌きで優勢に戦っていたのだが、「無駄だ…」と言っていったん手を休
めた。さらに彼は、女から生まれた者には負けないと豪語するのだが、マクダフの月足ら
ずの誕生を聞くと勇気がくじけてしまう。それでも降参しろと言われると、彼は必死に戦
い、一方のマクダフは冷静に戦い始めた。太鼓の音が鼓動のように響き始める。石段を後
ろ向きに上がりながら応戦するオリヴィエをマクダフは追いつめ、彼の剣をたたき落とし
た。マクダフも自分の剣を投げ捨て、二人は同時に短剣を抜いた。今度は短剣で争いなが
ら胸壁の最上部までくると、二人は膝をつき、マクダフは自分の短剣でオリヴィエの短剣
を押しつけ、左手で、短剣を持っている彼の右手首をつかみ、右の前腕を彼ののどもとに
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押し込んだ。そのまま彼は力を込めて、オリヴィエを胸壁から突き落とした。 
小シーワードの死体が運び出され、勝利のトランペットが華やかに鳴り響き、マルカム、
老シーワード、ロスと兵士たちが登場し、マクダフも胸壁から降りてきた。ここでは、大
釜の場でも使われたオリヴィエの首は持ち込まれず、「呪われた簒奪者の首」はマクダフが
上手を指さして示すだけである。皆が勝利とマルカムの王位継承を喜び、トランペットと
太鼓が一段と高らかに鳴り響く中、舞台に幕が降ろされた。 
 
この舞台のすばらしさは、どれ一つとっても上演史の語り草になるような、ショーの見
事な演出と巧みな舞台空間の使い方、オリヴィエのダイナミックな演技と細身のリーの冷
たい美しさすべてによるものである。 
オリヴィエの時代はギールグッドの時代でもあった。すなわち、シェイクスピアの作品
では、作者のブランク・ヴァース（無韻詩）を美しく語ることが高い評価を得ていた時代
でもあったのである。オリヴィエの素早くダイナミックな身のこなしには、美しい詩の朗
唱など合うものではない。彼の自然な台詞回しは、特にギールグッドと比較されて、批判
の対象になることもしばしばであったが、それでも彼は自分のスタイルを貫いた。
36
 
 リー
もまた、ブランク・ヴァースは得意ではなかった。そのため、彼女は、舞台でオリヴィエ
を非難する比較的短い台詞に込めた情熱では高い評価を得たものの、長い台詞ではぎこち
なく聞こえることもあった。
37
 
 しかし、人々の娯楽もすでに映像の時代を迎えていた。舞
台での上演も、台詞を美しく語る静的なものより、自然な感情表現やダイナミックな動き
による視覚的なものが評価されるようにもなっていたのである。時代の移り変わりの中、
台詞の語り方が批判されることにもなったが、オリヴィエとリーの自然な演技と、二人を
広い舞台いっぱいに動き回らせたショーの演出が、上演史上最もすばらしい『マクベス』
の舞台を作り上げたのである。 
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台詞を引用している。Laurence Olivier, Confessions of an Actor (Penguin Books Ltd.,1984), 
p.252. 
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